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ご使用の前に、必ずこの「取扱説明書」をお読みいただき、正しくお使い下さい。 
また、この取扱説明書はモニタの操作についてのみ説明しています。 
パソコンによるレポートの作成については、別冊の「レポート作成取扱説明書」をお読み下さい。 
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使用上のご注意 
 
本モニタを安全に、そして有効にお使いいただく為に重要な内容ですので、必ずお読み下さい。 
 
 
 
 

コードの断線防止 
ケーブルが断線すると、感電事故につながる恐れがありますので、必ず以下の事項をお守り下さい。 
①ケーブル類は、ご使用前に必ずよじれを取ってからご使用下さい。 
②ケーブルは、取扱説明書「Ｐ３」に従い、間違いのない様に結線して下さい。 
③作業時に踏みつけないように、作業前に取り回しをご確認して下さい。 

 

作業 
①雨などで濡れている場所でのご使用は、絶対にお止め下さい。 

 
 
 
 

結線ミス防止 
結線を間違いますと、モニタが破損する恐れがあります。 
取扱説明書「Ｐ３」を参照の上、確実に結線して下さい。 

 

取扱注意 
 モニタ本体、クランプメータ等 精密測定機器ですので、落としたりぶつけたりしないで下さい。 
 内部の部品が破損する可能性があります。 

 

スパッタ防止・他 
モニタの設置場所には、充分ご注意して下さい。溶接時のスパッタ付着や、作業時の蹴飛ばしなどで、

モニタが破損する恐れがあります。必ず、スパッタの届かない、または作業の邪魔にならない場所に

設置して下さい。 
 
 
 
 
 
本溶接管理モニタは、溶接記録の目的以外には使用しないで下さい。またＴＩＧ溶接のような 
高周波を発生する溶接方法には使用しないで下さい。 
 
 
 

感電などの事故につながるおそれがあります 

溶接管理モニタが壊れる恐れがあります 

溶接管理モニタの使用について 



各部の名称

電源ｹｰﾌﾞﾙ

通信ｹｰﾌﾞﾙ

溶接管理モニタ
温度センサ

【 溶接管理モニタの構成 】

クランプメータ
　　ケーブル：10m

100VAC　50/60Hz

POWER

O　N

ＯＦＦ

DATA

警　報

＋

－

＋

－

電 圧電 流

＋

－

項目選択

文字設定

測　定

ｾﾝｻ2ｾﾝｻ1

測定中

① ②

④

⑤⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

【 モニタ本体 】

ケーブル巻取治具

温度センサ用
　中継ケーブル：10m

警報ブザー用
　　ケーブル：10m

電圧測定用
　　　ケーブル：10m

選択 決定
開始

終了

２

①表示部：測定データ、パラメ－タ等を表示

②測定ランプ：測定中を示すランプが点灯

③通信ポート：付属の通信ケーブルでパソコンとつなぎます

④電源スイッチ

画面の表示を切り換える

設定画面で項目選択
パラメータ設定時の英数字の切換
パラメータの確認

パラメータ設定時のカーソル移動
パラメータ確認画面への切換

設定パラメータの決定

モニタを測定状態に切換える。測定時に押す

⑥操作スイッチ

⑦⑧センサ用コネクタ：温度センサをつなぎます

⑨電流測定端子：付属のクランプメータをつなぎます

⑩電圧測定端子：付属の電圧測定用ケーブルをつなぎます

⑪警報ブザー端子：付属の警報ブザーをつなぎます

選択

⑤電源インレット

決定

開始

終了

溶接管理モニタ WCM－3

③

整流器



ご使用方法（準備１／２）

100VAC　50/60Hz警　報

＋

－

＋

－

電 圧電 流

＋

－

ｾﾝｻ2ｾﾝｻ1

警報ブザー
クランプ
メータ

電圧測定
ケーブル

電源コード温度センサ
青

黒

赤

黒

黄

黒

溶接作業現場で測定の準備をします。

注 意

※各ケーブルは必ず ｢ねじれ｣をとってから
　ご使用ください。

※測定（記録）開始前に接続間違いが無いか
　確認して下さい。
　万一間違いがありますと、正確な記録が
　出来ないだけでなく装置自身が破壊され
　る恐れがありますので十分に注意して下
　さい。

３

※クランプメータの取扱いの際、落としたり
　ぶつけたしないよう注意して下さい。

10

ケガキ線

ケガキ線と穴を合わせる

溶接機ワイヤ送給
　　　　　装置本体→

クランプメータでケーブルを
挟むとき、←の向きに注意

ワニ口（赤）
溶接機ワイヤ送給装置
のトーチコネクター部
(溶接機の＋端子)に接続

ワニ口（黒）
ワークに直接接続

警報ブザー

【ワーク】

【溶接管理モニタ】

整流器

※整流器不要

クランプメータ

直流溶接と
交流溶接では
結線が異なります。

交流溶接
　　の場合

直流溶接
　　の場合



ご使用方法（準備２／２）

センサの取付けについて

４

(3)センサ取付時のポイント

①磁石をきれいに・・・磁石の設置面に鉄粉などが付着していますと磁力が損なわれます。

必ず磁石の設置面をきれいにして下さい。

②センサの測温部を・・・センサを取り付けた後、センサの先端部分を鉄板に押し付けて下さい。

この部分が鉄板から浮いたりしていますと正確な温度が測定できません。

1
2W

1
2W

測温部 及び 磁石の設置面を
きれいにして下さい。

(2)センサ２本のとき：下面取付け（※上面取付けは(1)を参照）

W

(1)センサ１本のとき：上面取り付け

10

測温部 及び 磁石の設置面を
きれいにして下さい。

1
2W

1
2WW

ケガキ線の中心と丸穴を合わせて下さい。



ご使用方法（設定１／３)

測定の準備ができましたらクランプメータ、溶接モニタの設定をします。

（１）クランプメータの設定

５

①クランプメータ正面の測定レンジ切り替えスイッチを「１０００Ａ」にしてください。

②クランプメータ側面のＡＣ／ＤＣ切り替えスイッチを、使用する溶接機の仕様にあわせ、「ＤＣ」

【 測定開始時 】

　もしくは「ＡＣ」にしてください。

　※「ＡＣ」選択時は、電圧測定用ケーブルと本体との間に整流器を接続してください。

（３）溶接管理モニタ本体のパラメータ設定

※電源投入後、測定を開始する前に必ずパラメータの設定を行います。

2002.　4.　4　　　　　　14:30

【電源投入時画面】

ステップ１ ・電源スイッチを投入するとこの画面が表示されます。

【設定項目表示画面】

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾖﾋﾞﾀﾞｼ（　　　　　)

ﾃﾞｰﾀﾂｳｼﾝ

ﾃﾞｰﾀｼｮｳｷｮ

→

ステップ２

①電源投入画面から キーを押して下さい。

②左記の表示になりますので キーで矢印を

｢ﾊﾟﾗﾒｰﾀ｣に合わせて キーを押して下さい。

選択

決定

※｢ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾖﾋﾞﾀﾞｼ｣の(  )内には、｢ﾖｳｾﾂｶｼｮ」の設定データが表示されます。

呼び出したパラメータもしくは､最後に設定したパラメータの｢ﾖｳｾﾂｶｼｮ」が表示されます。

初回の電源投入時 またはデータ消去直後は設定されていない為、何も表示されません。

（２）溶接管理モニタ本体の日付・時計の設定

モニタ本体の日付及び時間は工場出荷時に設定されております。モニタ本体は内部バッテリーで

バックアップされていますが多少時間がずれる場合があります。

この場合はパソコンに接続し、レポート作成ソフトの操作画面の「モニタの時計設定」をクリック

すればパソコンの日付・時間に設定されます。【レポート作成ソフト取り扱説明書を参照下さい】

作業前に必ず日付・時刻の設定を確認して下さい。また、モニタ本体のバックアップ電池を交換

したときも同様に日付・時刻設定が必要になります。

①電源スイッチを OFFします。｢ＰＯＷＥＲランプ｣が消灯します。

・クランプメータ正面の「ＬＯ．ＢＡＴＴランプ」が点灯しましたら電池を交換して下さい。

メンテナンスを参照して交換作業を行って下さい。

【 測定終了時 】

【 電池交換時 】

③クランプメータ側面の電源スイッチを「ＯＮ」してください。

※電源スイッチをＯＮしてもＰＯＷＥＲランプが点灯しない場合は購入先に連絡下さい。



ご使用方法（設定２／３)

６

ｾｺｳﾋﾞ

ﾖｳｾﾂｼﾒｲ

ｺｳﾊﾞ ﾝ

ﾖｳｾﾂｶｼｮ

【パラメータ設定画面　1/2】

→

02.　4.　4

Ｋ Ａ Ｔ Ｏ □□□□□□

Ａ Ｉ  Ｃ Ｈ  Ｉ  ０ ０１ □□

９ Ｃ Ｘ ０ １

ｷｼﾞ ｭﾝﾆｭｳﾈﾂﾘｮｳ

ｼﾞｮｳｹﾞﾝｵﾝﾄﾞ

ｶｹﾞﾝｵﾝﾄﾞ

【パラメータ設定画面　2/2】

→

ステップ３

①各パラメータの設定画面が表示されます。

③カーソルが表示されるので

②設定するパラメータに矢印を合わせて キーを押して下さい。

④桁の移動は キーを押して下さい。

ﾖｳｾﾂﾅｶﾞｻ(mm)

⑤各パラメータの設定終了毎に キーを押して下さい。

⑥全てのパラメータが設定できましたら キーを押して下さい。

決定

決定

選択

注意：パラメータは溶接開始前であれば、パラメータ設定画面に入って修正できます。

｢ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾖﾋﾞﾀﾞｼ｣で修正する箇所を選択しパラメータ設定画面に入って下さい。

但し、｢ﾖｳｾﾂｶｼｮ」を変更しますと新たに別の溶接箇所のパラメータが作成されてしまいます。

キーで英数字を設定して下さい。

０ １  ８ ． ０
２ ５ ０

０ ３ ０ ０

－１００

※パラメータの設定項目は以下の７項目あります。

①ヨウセツシメイ　⇒　溶接者の名前

②コウバン　　　　⇒　工事番号や物件名

③ヨウセツカショ　⇒　溶接継手が識別できる番号やアルファベッドの記号

④キジュンニュウネツリョウ⇒　ワイヤ種別による入熱量

⑤ジョウゲンオンド⇒　ワイヤ種別によるパス間基準温度

⑥カゲンオンド　　⇒　極厚、高張力鋼等で予熱温度が決められている場合に

⑦ヨウセツナガサ（mm）⇒　溶接長さをｍｍ単位で入力します。スチールタブを

設定（使用）します。

使用している場合はその長さを考慮して入力します。

【ＤＣ・ＡＣ選択画面】

ステップ４

[ｶｸﾆﾝ]
ﾖｳｾﾂﾃﾞﾝﾘｭｳ DC

▲▼：ﾍﾝｺｳ　　ｹｯﾃｲ：ｼｭｳﾘｮｳ

AC
→

すべてのパラメータを決定後、　　　キーを押してください。選択

選択 キーを押すとＤＣ・ＡＣ選択画面が表示されます。

使用する溶接機の仕様にあわせ、 キーで

ＤＣ・ＡＣを選択し、

【設定項目表示画面】

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾖﾋﾞﾀﾞｼ（９ＣＸ０１）

ﾃﾞｰﾀﾂｳｼﾝ

ﾃﾞｰﾀｼｮｳｷｮ

→

ステップ５
先ほど設定した箇所が表示されます。

【ポイント】測定に入る前に４箇所（継手）まで設定できます。

※ 初期値は「DC」です。

決定 キーを押すと、設定項目表示画面の表示に戻ります。

キーを押して下さい。決定

　 選択したＤＣ・ＡＣは測定画面の溶接箇所と溶接パス数の

 　下に表示されます。



ご使用方法（設定３／３)

７

（４）設定項目を修正する場合（４箇所設定されているとき）

【設定項目表示画面】

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾖﾋﾞﾀﾞｼ（９ＣＸ０４）

ﾃﾞｰﾀﾂｳｼﾝ

ﾃﾞｰﾀｼｮｳｷｮ

ステップ１ →
・左記の表示になりますので キーで矢印を

｢ﾊﾟﾗﾒｰﾀ｣に合わせて キーを押して下さい。決定

【パラメータ設定箇所表示画面】

９ＣＸ０１

９ＣＸ０２

９ＣＸ０３

９ＣＸ０４

→

ステップ２
キーを押して下さい。（９ＣＸ０２を選択）決定

キーで矢印を｢ﾊﾟﾗﾒｰﾀ｣に合わせて

【設定項目表示画面】

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾖﾋﾞﾀﾞｼ（９ＣＸ０２）

ﾃﾞｰﾀﾂｳｼﾝ

ﾃﾞｰﾀｼｮｳｷｮ

ステップ３ →

パラメータ設定・修正時の注意事項

①溶接待機中のパラメータは設定変更できません。

②パラメータ設定で「ﾖｳｾﾂｶｼｮ」を変更すると新たに別の個所のパラメータになってしまいます。

③｢ﾖｳｾﾂｶｼｮ」は、前に設定した箇所名と同じ箇所名が設定できてしまいます。

ので注意して下さい。

必ず設定される前に確認して下さい。また同じ箇所名でもデータは別々に作成されます。

④一度に設定できるパラメータは４つまでです。それ以上はどれか１箇所の溶接を終了させる

必要があります。

Ｐ５の溶接管理モニタ本体の設定を参照下さい。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾖﾋﾞﾀﾞｼの（ ）内に選択された個所が表示されます。

キーを押してパラメータ設定画面に入って下さい。選択

▼



ご使用方法（測定)

８

クランプメータ・管理モニタ本体の設定が終了しましたら、測定に入ります。

【設定項目表示画面】

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾖﾋﾞﾀﾞｼ（９ＣＸ０２)

ﾃﾞｰﾀﾂｳｼﾝ

ﾃﾞｰﾀｼｮｳｷｮ

→

①パラメータ設定を終了してからの続き画面表示です。

②｢ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾖﾋﾞﾀﾞｼ」に矢印を合わせて キーを押します。決定ステップ１

【パラメータ呼出し画面】

９ＣＸ０１

９ＣＸ０２

①パラメータ設定時に｢ﾖｳｾﾂｶｼｮ｣の項目で設定された英数字が

（箇所番号）表示されます。

９ＣＸ０３

９ＣＸ０４

ステップ２

選択

【待機・終了画面】

ステップ６

測定中

→

ｺﾉｶｼｮｦ　ｼｭｳﾘｮｳｼﾏｽｶ？

ﾀｲｷ(ﾚｲｷｬｸﾏﾁ)

ｼｭｳﾘｮｳ

①測定状態で

②

開始

終了 キーを押すと測定中ランプ

が消えて待機・終了画面になります。

キーをで→を｢ｼｭｳﾘｮｳ｣に合わせて

キーを押します。

決定

③電源投入時の画面になります

④この個所の溶接を一時中断する場合は｢ﾀｲｷ｣を選択

してください。再度この個所を溶接する場合は

パラメータ呼出画面で呼び出して続きから溶接して下さい。

ステップ５

測定中 ①溶接を開始しすると電圧・電流が表示されます

赤色

【測定画面】

ﾃ ﾞ ﾝｱﾂ

ﾃ ﾞ ﾝﾘｭｳ

ｵﾝﾄ ﾞ

ﾆｭｳﾈﾂﾘｮｳ

330.5Ａ

T3－01

000.0KJ/cm

35.5V

125.5℃ 変わり溶接パスの溶接状件が記録されます。※

②溶接パスが有効になった場合に測定中ランプが赤色に

③1つの溶接パスが終了すると、入熱量が演算され

次のパスの入熱量が演算されるまで表示されます

５秒未満は溶接パスとして記録されません。
※溶接パスは１００Ａ以上の電流が５秒以上 入力された場合に溶接パスとして記録されます。

ステップ４

【測定画面】

ﾃ ﾞ ﾝｱﾂ

ﾃ ﾞ ﾝﾘｭｳ

ｵﾝﾄ ﾞ

ﾆｭｳﾈﾂﾘｮｳ

000.0Ａ
01－00

000.0KJ/cm

00.0V

020.5℃

測定中 ①測定画面が表示されます

この時点では温度のみ指示します

開始
② 終了 キーを押すと測定中ランプが緑に点灯し

測定状態となります

緑色

溶接個所と溶接パス数を示します
０１－００

溶接個所「9CX01」の5桁のうち下2桁を表示

溶接のパス番号

キーで各パラメータを確認して下さい。

測定画面表示で
開始

終了 キーを押す前に

※測定を開始する前に

キーを押すとパラメータの確認画面になります。

キーを押すと測定画面に戻ります

【設定項目表示画面】

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾖﾋﾞﾀﾞｼ（９ＣＸ０１)

ﾃﾞｰﾀﾂｳｼﾝ

ﾃﾞｰﾀｼｮｳｷｮ

→

①呼び出された継手の番号が表示されます。

ステップ３ ② キーを押すと測定画面表示になります。

※測定中ランプが
　点灯しませんと
　記録されません。

②測定する溶接継手番号に矢印を合わせて キーを押します。決定

→

「ＤＣ」

「ＤＣ」



ご使用方法（測定時のご注意）

本モニタの記憶容量には制限があり、それを超えると測定できません。そんなときは下記の要領で

データを削除してください。

モニタの記憶容量

・１継手最大９９パスまで記憶可能

・９９継手まで測定可能

・最大パス数９９９パス

※記憶パス数が８００パスを超えると、電源投入画面に記憶可能なパス数を表示します。

【電源投入時画面】

2002.　4.　4　　　　　　16:30

ｷﾛｸｶﾉｳﾊﾟｽ　　125

データ消去

ステップ１

データを消去するまえに

ステップ２

【設定項目表示画面】

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾖﾋﾞﾀﾞｼ

ﾃﾞｰﾀﾂｳｼﾝ

ﾃﾞｰﾀｼｮｳｷｮ

・データの転送が確認できましたら左画面で「ﾃﾞｰﾀｼｮｳｷｮ」

①データは全てパソコンへ転送しましたか？

②モニタで記録したパスデータが全てパソコンに転送されていますか？

→

に→を合わせて キーを押します決定

ステップ３

【データ消去画面】

ﾃﾞｰﾀｼｮｳｷｮ

→ OK

NG

① キーで→を｢OK｣に合わせて キーを押します決定

ｼｮｳｷｮｼｭｳﾘｮｳ

②データが消去されると｢ｼｮｳｷｮｼｭｳﾘｮｳ｣と表示されます

③ 選択 キーで電源投入時の画面に戻ります

９

記憶可能パス数が、０になるとパスデータは記憶されません。

必ずパソコンにデータを転送した上でデータを消去して下さい。



ご使用方法（こんな機能も)

本溶接管理モニタには他にも以下の機能を持っておりますので有効にご活用ください。

①上限層間温度判定・・・ある特定温度を超えた状態で溶接を開始してはいけないときに上限温度として設定します。

溶接中(溶接パス中)に温度を超えると、溶接パス終了と同時に層間上限警報ブザーが鳴り

ます。このブザーは設定温度より下がるまで鳴り続けます。

作業の際、このブザーが鳴り止むまでは溶接を開始しないでください。

②下限層間温度判定・・・上限警報とは逆に層間温度がある温度以下の場合に警報が鳴ります。

この警報は予熱が必要な溶接作業時に有効な警報です。

警報機能：層間基準温度警報

１０

・溶接パス終了時の入熱量が基準値を超えないための予測警報機能です。

溶接途中（中間位置）で一度 入熱量を演算し、その値が設定した基準値を超えていた場合にブザーを鳴らします。

そのブザーを聞いた作業者が溶接速度を少し速めることにより、結果的に入熱量の演算結果を基準値内に収める

ことが可能です。本機能は溶接時の入熱量オーバーを防ぐ機能です。

警報機能：入熱判定機能

４箇所切換 溶接機能

・溶接の際に基準層間温度を超えた場合、温度が設定した上限温度以下に下がるまで待機する必要があります。

本モニタには、温度が下がるまでの待機時間に他の溶接箇所の溶接条件を記録することが可能で、

最大４箇所まで記録することができます。ご使用方法（測定）はＰ８のステップ１～５に従って操作

温度センサを溶接継手の開先（Ｐ４参照）に設置した時のみ有効な機能です。

※この警報は、溶接をしてない状態で有効になる警報です。溶接中はこの警報は無効になります。

※上下限警報としても有効です。

また初期値「－１００℃」で設定されていますので、通常の場合そのままにしておけば

警報を鳴らさずに作業を継続できます。

して下さい。

Ｗセンサ（ワーク厚さ２８mm以上のとき）

・ワークの板厚が ２８mm以上の場合には、センサを２本使いワークの上・下につけることでより正確な層間温度

を監視・記録でき、また中間入熱判定機能もより正確なものになります。（センサ２本目はオプション購入品）

溶接データ レポート作成機能

・パソコンとつなぐことで専用ソフトを用いて容易にレポート（溶接施工記録）が作成できます。

（詳細は別冊取説を参照下さい）

・パソコンへの接続には、付属のＵＳＢケーブルを使用して下さい。



メンテナンス（１／２）

１１

溶接管理モニタのバックアップ電池について

本モニタは内蔵の電池にて時計・設定内容・記録内容をバックアップしています。

内蔵電池が消耗されてしまいますと、電源投入時の日付が「2000. 1. 1  00:00」になってしまいます。

このような状態になりましたらお客様ご自身で交換（交換手順参照）していただくか、

または、購入先にご連絡ください。

温度センサについて

①温度センサ先端部のスパッタ除去

マイナスドライバ等で
スパッタを除去して下さい センサ底面

測温部分

温度センサ先端部に付着したスパッタを除去して下さい。この時､センサ測温部分には触れないで下さい。

②温度センサの交換

温度センサは消耗部品です。測定される前に必ず溶接前のワークの温度（室温近辺）を表示している

ことを確認してください。もし温度指示が極端におかしくなったりした場合は下記のようにセンサ部分

交換して下さい。

センサ部分：交換します

温度センサ本体

M3ネジ

バッテリーバックアップ電池の有効期限は約５年間です。 （バックアップ電池：ＣＲ２０３２　１個）

【バックアップ電池の交換手順】

　①本モニタの上下面にある各２本のネジを外すと、底板が取り外せます。

　②底板を取り外しますと、内部の基板上にある電池ホルダ内にバックアップ電池があり

　　ますので、先の細い絶縁された工具を使用して電池ホルダからバックアップ電池を

　　取り外してください。

バックアップ電池

電池ホルダ

注意：バックアップ電池交換後は、日付・時計の再設定が必要になります。

　　　この取扱説明書の「Ｐ５（２）溶接管理モニタ本体の日付・時計の設定」を参照し、

　　　日付・時計の再設定を行って下さい。



メンテナンス（２／２）

１２

クランプメータについて

・電池交換（アルカリボタン電池 … LR44　2個）

クランプメータ正面の「ＬＯ　ＢＡＴＴランプ」が点灯しましたら、すぐに電池を交換して下さい。

【電池の交換手順】

　①電源スイッチが「ＯＦＦ」であることを確認してから、裏面下部の電池カバー止めビスを

　　＋ドライバーで取り、電池カバーを取り外して下さい。

　②極性を間違えないように電池を収納してください。

　③電池カバーを元通りに被せ、止めビスで固定してください。

注意：新しい電池と交換する場合は、２個とも同時に交換してください。

電池カバー止めビス
＋側が上面にくるように
セットしてください。
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故障かな？と思ったら 
 
故障かな？と思ったときは、修理を依頼する前にご確認下さい。 
   

故障かな？ ご確認いただくところ 
電圧が測定 
できない 

①結線はＯＫですか？  
②測定状態（測定ランプが赤点灯）になっていますか？ 

電流が測定 
できない 

①結線はＯＫですか？ 
②測定状態（測定ランプが赤点灯）になっていますか？ 
③クランプメータの設定はＯＫですか？（Ｐ５参照） 

温度が測定できない 
①結線はＯＫですか？ 「－１００」と表示されている場合、センサが接続され 

ていないか、断線している可能性があります。 
②センサはしっかり固定されていますか？ 

警報が出ない ①結線はＯＫですか？ 
②センサはしっかり固定されていますか？ 

  
 
 

主な仕様 
 
 

  
計器電源 １００Ｖ ＡＣ ５０／６０Ｈｚ 

入力信号 

①溶接電圧 ０～８０Ｖ ＤＣ（直流溶接）    
      ０～６０Ｖ ＡＣ（交流溶接）５０・６０Hz ※整流器より入力 
              （位相制御方式には対応していません） 
②溶接電流 ０～５００Ａ ＤＣ（直流溶接） ※クランプ電流計より入力 
      ０～５００Ａ ＡＣ（交流溶接） ※クランプ電流計より入力 
③温 度 ０～９００℃（Ｋ熱電対） 

精度定格 
①溶接電圧・・・測定範囲に対して±０．５％ 
②溶接電流・・・測定範囲に対して±０．５％ ※クランプの誤差は含まず 
③温 度・・・測定範囲に対して±０．５％ 

測定周期 電圧・電流・温度を１秒周期で取り込み 

設定パラメータ 
継手毎に設定します（英数字） 
①溶接箇別番号（英数字１０文字） ②施行日 ③溶接作業者（英数字１０文字）

④工事番号（英数字１０文字） ⑤基準入熱量 ⑥基準層間温度 ⑦溶接長さ 

測定データ 
溶接パス毎に、以下の内容を測定・記憶します。 
①溶接電圧の平均値  ②溶接電流の平均値 ③溶接開始時の層間温度  
④入熱量の演算結果 ⑤溶接時間 ⑥溶接速度 ⑦溶接パス数 

記憶容量 
９９９パス 
１継手最大９９パスまで記憶 
９９継手まで設定可能 

使用条件 周囲温度：－１０℃～５０℃、周囲湿度：２０～８０％ＲＨ（結露しないこと） 
装置に水がかかってしまう場所では使用しないこと 

保管条件 周囲温度：－１０℃～６０℃、周囲湿度：２０～８０％ＲＨ（結露しないこと） 
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保証について 
 
保証期間は弊社出荷後１年間とします。ただし温度センサは対象外と致します。また、貴社の過失および 
下記の項目が原因により発生した修理・調整などは保障期間内であっても有償とさせて頂きます。 
 (1) 本溶接管理モニタの使用目的とは異なる目的で使用された場合 および、取扱説明書に反する使用方法 

   が原因とする場合。 

 (2) 弊社もしくは弊社が委託したもの以外による改造・修理がなされている場合。 

 (3) 使用条件を超えた苛酷な環境下での使用・保管による場合。 

 (4) 火災・風水害・地震・火山噴火・落雷 等の人災・天災による場合。 

 (5) 弊社の了解なしに貴社でソフトウェアーのプログラムの変更がなされた場合。 

 (6) その他、弊社の製造上の理由に起因しない場合。 

 

 

 

トレーサビリティー 
 

検査成績書（トレーサビリティーを含む）の発行 
 モニタ本体 及び熱電対の検査成績書を発行いたします。検査成績書には検査結果の他、検査に使用した 

標準器などの国家標準へのトレーサビリティーの記載を含みます。必要な場合は販売店までお問い合わせ 
下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
発売元 ： 愛知産業株式会社 

URL http://www.aichi-sangyo.co．jp 

本社 〒140-0011 東京都品川区東大井2-6-8 TEL(03)6800-1122㈹ 

名古屋営業所 〒480-1124 愛知県愛知郡長久手町戸田谷1405 TEL(0561)61-4020㈹ 

関西営業所 〒652-0803 神戸市兵庫区大開通8-2-2 TEL(078)515-8680㈹ 

広島営業所 〒732-0008 広島市東区戸坂くるめ木1-3-23 TEL(082)220-1740 

神戸六甲センター 〒658-0031 神戸市東灘区向洋町東2-7-9 TEL(078)846-6060 

製造元 ： 愛晃エンジニアリング株式会社 

１４ 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




